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意見書案の提案説明を行う坂本議員
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【
坂
本
】
子
ど
も
の
貧
困
率
な
ど
県
内
の

現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、
貧
困
の
連
鎖
を

断
ち
切
る
た
め
の
目
標
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
知
喜
平
成
2
4
年
度
の
生
活
保
護
率
は

全
国
平
均
の
1
・
7
倍
。
小
中
学
校
に
お
け

る
就
学
援
助
の
実
施
率
等
い
ず
れ
も
全
国
と

比
べ
て
非
得
に
厳
し
い
状
況
。
放
課
後
学

習
支
援
、
不
登
校
へ
の
支
援
を
拡
大
、
就

学
前
の
子
ど
も
に
は
保
護
者
支
援
の
保
育
士

の
増
員
、
保
育
所
の
一
時
預
か
り
利
用
料

の
減
免
な
ど
支
援
を
強
化
す
る
。

【
坂
本
】
支
援
策
の
前
に
「
高
知
県
子
ど

も
の
貧
困
対
策
計
画
」
策
定
が
前
程
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。

【
知
事
】
2
7
年
度
か
ら
厳
し
い
環
境
に
お

か
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を
県
政

の
重
点
課
題
と
位
置
づ
け
、
2
7
年
度
中
の

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

【
坂
査
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
S
S
W
）
の
増
員
と
あ
ら
ゆ
る
関
係
機

関
と
の
連
携
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
ど
う

四
期
日
も
全
力
で

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
で
4
期
日
を
迎

え
た
坂
本
県
議
は
、
8
名
の
議
員
で
新
た

な
会
派
「
県
民
の
会
」
を
結
成
し
、
活
動

を
は
じ
め
ま
し
た
。

会
派
結
成
に
あ
た
っ
て
「
県
民
に
寄
り

啓
垂
あ
蔓
県
政
蟄
創
る
た
め
」

の
基
本
姿
勢
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
以

下
の
4
項
目
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
派
は
坂
本
議
員
の
ほ
か
に
、

中
内
桂
郎
議
員
（
土
佐
市
・
5
期
）
、
上

田
周
五
議
員
（
吾
川
郡
・
4
期
）
、
高
橋

徹
議
員
（
高
知
市
・
2
期
）
、
石
井
孝
議

員
（
四
万
十
市
・
1
期
）
、
大
野
辰
哉
議

員
（
高
岡
郡
・
1
期
）
、
橋
本
敏
男
議
員

（
土
佐
清
水
而
・
1
期
）
、
前
田
強
議
員

（
高
知
市
・
1
期
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

対
策
の
加
速
化
や
日
本
一
の
健
康
長
寿
県
構

想
の
具
体
化
な
ど
課
題
山
積
の
委
員
会
で
あ

り
、
改
め
て
威
張
る
決
意
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

尾
崎
知
事

三
期
日
挑
戦
の
意
思
葦

①
平
和
憲
法
を
尊
重
し
、

向
を
め
ざ
し
、
県
民
生
活
の
向
上
と

県
勢
発
展
に
全
力
を
つ
く
す
。

②
政
治
倫
理
の
確
立
を
は
か
り
、
さ
ら

な
る
議
会
改
革
を
推
進
す
る
。

③
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
と
し
た

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
憩
い
県
土
づ
く
り

を
進
め
、

考
え
る
か
。

【
教
育
長
】
学
校
現
場
等
か
ら
S
S
W
は

必
要
と
の
声
は
高
ま
っ
て
お
り
、
来
年
度

市
町
村
へ
の
配
置
を
大
幅
に
拡
充
、
県
立

学
校
6
校
に
も
新
た
に
配
置
。
N
P
O
等

の
連
携
に
む
け
て
交
流
の
場
づ
く
り
、
情

報
の
共
有
な
ど
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

経
済
の
活
性
化
、
県
民
の
健
康
と
福

祉
の
向
上
な
ど
よ
り
豊
か
な
県
民
生

活
の
向
上
に
つ
な
が
る
施
策
の
実
現

を
図
る
。

④
議
員
個
人
が
選
挙
期
間
中
に
訴
え
た

政
策
課
題
や
国
政
に
つ
な
が
る
課
題

に
つ
い
て
は
、
議
員
個
人
の
考
え
方

を
尊
重
す
る
。

坂
本
議
員
は

○
県
・
市
病
院
企
業
団
議
会
議
員

皇
芸
運
営
委
員
会
委
員

○
危
機
管
理
文
化
厚
生
委
員
会
に

今
年
度
も
、
1
期
日
か
ら
連
続
で
高
知

医
療
セ
ン
タ
ー
を
所
管
す
る
県
・
而
病
院

企
業
団
議
会
の
議
員
と
し
て
選
任
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
議
会
運
営
委
員
会
委
員
と
し
て
も

議
会
改
革
な
ど
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
会
は
6
年
ぶ
り
に
危

機
管
理
文
化
厚
生
委
員
会
に
所
属
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
危
機
管

理
部
、
健
康
政
策
部
、
地
域
福
祉
部
、
文

化
生
活
部
、
公
営
企
業
局
の
事
業
な
ど
に

つ
い
て
所
管
し
て
お
り
、
特
に
南
海
地
震

知
事
は
、
産
業
振
興
計
画
に

よ
る
地
産
外
商
の
推
進
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
策
な
ど
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
「
一
定
の
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
」
と
す
る
一
方
、

「
県
民
が
将
来
に
希
望
を
持
て

る
県
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
」
と
し
た
上
で
、

「
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
て
い

き
た
い
」
　
と
意
欲
を
示
し
、

「
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
引

き
続
き
県
知
事
と
し
て
全
力
を
挙

げ
て
県
政
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
頂

き
た
い
」
と
三
期
日
挑
戦
の
意

思
表
明
を
し
ま
し
た
。

坂
本
議
員
は
、
今
後
の
尾
崎

知
事
の
県
政
施
策
・
運
営
姿
勢
や

選
挙
戦
の
構
図
を
見
極
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

高
知
県
議
会
6
月
定
例
会
で
は
、
閉
会
日
に
、
憲
法
違
反
の
安
全
保
障
関
連
法
案
に
対

し
て
、
県
民
の
会
と
共
産
党
会
派
が
「
安
全
保
障
関
連
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
案
」

を
提
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
大
会
派
で
過
半
数
を
占
め
る
白
民
党
や
公
明
党
な
ど
が
反
対
し
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
意
見
書
で
は
「
↑
去
r
P
交
渉
に
お
け
る
国
会

決
議
の
遵
守
を
求
め
る
意
見
書
」
　
「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
が
可

決
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
、
2
0
1
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
2
1
議
案
を
全
会
一
致

ま
た
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

憲
関
連
法
案
へ
の
県
民
の
危
機
感
毒
に
彗
議
論

知
事
の
安
保
関
連
法
案
合
憲
姿
勢
に
疑
問

県
議
会
6
月
定
例
会
で
は
、
本
会
議
質
問
の
行
使
に
つ
い
て
「
あ
く
ま
で
自
衛
の
目
的

や
、
意
見
書
議
案
に
お
い
て
も
、
安
全
保
障
に
限
定
し
た
形
で
あ
れ
ば
壷
雪
ぎ
れ
る
」

関
連
法
嚢
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
　
と
強
調
し
、
他
国
へ
の
攻
撃
で
あ
っ
て
も
、

坂
本
議
員
が
所
属
す
る
「
県
民
の
会
」
会
武
力
行
使
の
旧
3
要
件
が
示
す
「
わ
が
国
に

派
で
は
、
憲
法
審
套
覇
方
公
聴
会
で
の
知
対
す
る
急
迫
不
正
の
侵
害
」
と
み
な
す
こ
と

事
発
言
な
ど
を
踏
ま
え
、
上
田
周
五
議
畠
が
が
で
き
る
場
合
、
「
集
団
的
自
衛
権
に
関
し

質
問
し
ま
し
た
が
、
知
事
は
集
団
的
自
衛
権
て
は
、
憲
法
9
条
に
照
ら
し
て
合
憲
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

自
衛
隊
員
の
リ
ス
ク
に
関
し
て
は
「
新
た

な
業
務
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
と
、
当
然
に

隊
員
の
任
務
が
増
え
、
新
た
な
リ
ス
ク
も
想

定
さ
れ
る
」
が
、
海
外
派
遣
で
は
国
会
の
承

認
に
よ
る
歯
止
め
が
あ
り
、
後
方
支
援
で
戦

闘
行
為
が
発
生
す
れ
ば
、
活
動
を
中
止
す
る

仕
組
み
や
運
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
し
、
「
こ
れ
ら
が
隊
員
の
安
全
確
保

の
対
策
と
し
て
十
分
か
ど
う
か
、
国
会
で
十

分
な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
る
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
市
町
村
議
会
で
法
案
の
制

定
中
止
や
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
の
可

決
が
相
次
い
で
い
る
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
背
景
と
し
て
法
案
の
説
明
や
議
論
が
十
分

で
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

知
事
は
、
「
個
別
の
事
例
に
則
し
て
本
当

に
自
衛
の
範
囲
に
入
る
の
か
ど
う
か
、
国
会

で
十
分
に
議
論
い
た
だ
き
た
い
」
と
言
う
が
、

だ
と
す
れ
ば
、
今
の
段
階
で
は
、
少
な
く
と

も
安
保
関
連
法
が
合
憲
で
あ
る
か
ど
う
か
も

判
断
し
か
ぬ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
と
ど
去

る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ま
す
。

意
墓
議
案
は
坂
本
議
員
が
提
案
説
明

県
内
市
町
村
議
会
で
は
、
香
南
市
、
土
佐

市
、
大
月
町
、
大
豊
町
、
四
万
十
町
、
田


